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樹
時
間
金
需
品
議
用
地
取
得
ヘ

緩
和
門
別
年
第
4
鶴
市
議
会
定
例
会
が
門
同
月

7mι
幽
開
会
さ
れ
、
富
一
錦
、
渡
辺
市
幾
が
務
政
一
般
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
市
敬
一
帥
融
制
欄
僚
に
先
立
ち
市
長
は
、

3
嗣
開
門
同
年
倒
的
繁
績
を
ふ
ま
え
て
4
選
出
篤
後

表
現
し
、
う
る
お
い
の
為
る
悶
山
幽
問
教
脊
文
化
都
市
づ
〈

η
袋
、
々
。
ら
に
捻
迭
す
る
決
態
を
波
べ
ま
し
た
。

民
事
付
税
い
て
市
政
一
仏
間
報
告
で
は
、

Tr叫
時
纂
織
の
米
軍
+
機
制
訓
練
墓
地
化
{
反
対
、
裁
孫
子
裁
却
齢
縁
篠
田
水

樹
齢
叫
刈
枇
刷
、
劣
後
ま
ち
づ
く
れ
リ
金
線
、
場
人
傑
捕
時
制
制
度
、
史
鉢
文
学
滋
品
伊
織
計
一
織
な
ど
、
日
項
目
に
わ
た
る

広
範
な
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
蛸
概
念
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
伶

出
場
者纂

築

制V
臼
時
抑
制
和
町
四
年
1
月
1
話
、
午
前

V
融市
ω

泊
料
*
小
中
学
生
お
よ
び
フ
ァ

日
時
か
ら
れ
時
ま
4
ゐ
持
町
、
ぶ
午
ス
タ
ミ
リ
i
(
1
組
)
1
6
0
m門
*
…
検

i
ト
、
小
潟
市
院
行
、
総
火
中
止

5
0
0
m門
〈
ザ
ゾ
ケ
ン
お
よ
び
保
険
料
)

V
穣
関
*
袴
丸
造

(
1
・
5
M
)
の

wv
申
込
方
法
所
銭
円
申
刊
か
品
用
紙
に
、

幽
郡
小
学
体
一
s
'
6
年
男
女
、
ブ
ア
ミ
必
獄
事
前
引
を
品
叫
ん
入
向
上
、
円
以
月
日
四
時
ま

り
;
(
大
人
1
入
、
小
人
2
人
)
む
に
、
申
込
一
科
を
荘
、
え
て
臨
し
込
ん
で

ホ
S
M
担
制
冊
中
学
暗
中
断
押
女
く
だ
さ
い
四
期
刊
誌
総
紙
は
、
市
役
続
お

*
同
州
知
的
制
冊
一
般
(
高
校
生
含
む
)
ょ
が
義
広
祈
に
期
窓
し
て
あ
り
ま
す
@

閥
均
宏
、
仏
仕
草
(
却
歳
以
よ
}
務
手
社

V
申
必
先
我
孫
子
1
6
8
4伶
激
務

年

(

回

議

以

上

)

女

子

委

員

会

体

育

議

マ
出
場
資
織
り
各
隣
自
に
つ
い
て
完

V
表
彰
治
上
ぱ
6
絞
ま
で
に
賞
状
と

最
で
静
る
総
力
争
設
す
る
人
口
率
的
問
に
賞
品
、
令
が
践
に
参
加
賞
を
授
与
し
ま
す
。

総
桐
闘
の
健
康
診
訴
を
受
付
終
掛
舶
の
な
い
た
だ
し
‘
持
久
走
の
ウ
ア
ミ
リ
ー
の
付
加

入
む
小
中
学
伎
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
同
事
加
質
的
み
と
な
り
ま
す
命
日
時
知

的
防
波
僻
摺
仇
γ品
情
山
山
ず
る
斗
と
匂
め
拙
即
に
気
燃
し
た
λ
に
は
、
完
走
討
誌
が

下
総
纂
織
の
米
軍
帯
機
使
用

関
へ
反
対
一
安
強
〈
婆
塗

料
相
間
報
道
に
よ
れ
ば
、
来
州
泌
総
ゆ
降
、
Y

F
ウ
ェ
イ
叫
艦
載
緩
め
総
総
務
訓
練
基
一
柏
崎

と
し
て
、
府
問
機
出
口
は
下
総
畿
地
的
使
同
榊

を
抽
相
対
し
て
い
れ
る
と
の
こ
k
で
す
。
も

し
、
下
総
蓬
地
が
俊
開
閉
さ
れ
れ
ば
.
市

民
的
縫
綴
と
笈
余
な
品
加
議
開
峨
酬
明
は
、
大

き
〈
州
捌
復
さ
れ
る
も
の
と
怠
わ
れ
ま
す
臼

ニ
の
た
め
事
で
は
、
紛
偽
申
け
略
目
什
師
い
い

対
し
下
総
基
地
的
措
民
間
問
朕
叫
叫
に
つ
い
て

強
く
務
哨
騰
す
る
と
と
も
い
い
可
千
葉
議
事

V

飲
食
で
も
県
知
事
に
議
〈
反
対
を
夜
絡

し
ま
し
た
明
県
で
も
‘
潟
村
仰
や
附
叫
則
的
怒

向
を
十
分
曲
部
越
し
附
闘
い
い
総
事
か
け
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

下
総
必
地
緑
山
…
市
町
と
の
途
総
キ
品
怖
に

し
、
下
総
廿
荏
崎
地
は
絶
対
に
的
問
附
附
き
れ
ぬ

よ
う
、
ん
民
地
約
な
附
附
附
酬
と
し
て
、
強
く

間
関
に
仙
閑
静
か
け
て
い
く
考
え
で
す

D

ヌ
烹
A
E
m航
革
期
韓
問
機

滋
設
工
獲
が
兜
成

H
M
m

月
日
開
目
、
市
山
と
一
氏
支
み
跡
的
肌
華
経
場

授
与
き
れ
ま
す
。

V
問
い
合
せ
教
育
番
員
会
体
賓
細
部

日
開
子
・
泳
予
問
複
々
一
報
化
。
十
六
五
A
M
絞
一
集
。
ま
ず
の

乗

降

霊

設

さ

然

災

/

言

語

し

布

袋

三

づ

〈

美

総

錦

ま
し
た
償
問
崎
山
朝
日
明
年
一
大
司
会
的
釈
が
開
設
緩
察
ア
ン
ケ

i
F隣
資

実

施

実

在
れ
て
以
来
、
防
駅
周
辺
は
十
市
の
び
と
事
品
抑
制
執
ぷ
口
周
辺
円
前
世
世
情
課
腐
と
し
品
お

っ程主
L
て
議
案
に
発
展
L
て

き

ま

で

は

、

言

佐

釈

北

口

臨

時

幾

泌

氏

内

燃

¥

し
た

d

高

崎

山

芳

綜

化

怒

れ

る

こ

と

偽

②

ス

フ

ロ

l

往

し

つ

つ

あ

主

鳩

認

で
繍
滋
カ
が
怒
ら
い
い
光
嘆
し
た
こ
と
は
、
の
悠
然
と
し
た
絞
殺
衡
化
③
怠
業
地
域

M
M

叉
主
ム
口
組
械
は
か
り
で
は
な
く
、
市
内
波
紋
蹴
域
格
ち
南
関
在
す
る
暮
ら
し
の
中
引
一
一

一

懸

案

壌

の

礎

と

な

っ

た

織

が

あ

り

心

地

竺

体

化

-

毒

化

ゆ

幹

線

季

五

品

管

i

ま
す
。
こ
れ
ま
で
宗
議
会
‘
市
民
的
選
語
、
禁
事
実
蓄

1

7

l

i

i

j

|

品
四
%
す
ん
め
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら
お
礼
点
、
ゃ
い
慾
伐
に
蚊
然
必
一
一
進
め
て
い
ま
す

a

っ

た

と

綴

じ

て

い

ま

す

。

本

法

定

、

脅

小

/

革

合

成

に

械

を
出
申
し
上
げ
ま
す
。
検
討
婆
員
会
で
は
、
口
汚
叩
臼
口
交
戦
年
以
降
も
ま
す
ま
す
山
雄
大
な
色
滋
わ
る
駒
山
隊
や
学
校
、

P
T
A、
総
括
咋
作
品
以

今
後
も
設
相
泊
絞
め
輸
滋
力
的
一
同
輔
の
進
地
丹
時
間
祭
を
行
い
ま
し
む
砂
一
方
、
晶
君
ポ
い
催
し
に
育
つ
よ
っ
、
行
政
と
し
機
関
の
伐
表
替
に
お
絡
ま
り
い
た
だ
き
、

液
凝
と
‘
波
線
線
的
機
凶
略
化
に
つ
い
て
全
体
会
淡
、
検
討
品
税
制
開
会
め
い
づ
れ
に
て
も
機
一
聞
か
ら
畿
大
奴
的
協
力
を
し
て
車
問
A
Y
部
計
一
銭
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
選
め

も
.
思
潮
に
然
渓
一
す
る
よ
三
つ
遂
動
を
よ
も
隊
機
事
い
加
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め
い
各
た
い
と
思
い
ま
す
。
て
訴
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
宵
少
年
後
語

り
強
力
に
浸
潤
し
て
い
き
ま
す
の
に
、
背

6
5て
ま

ち

7
5
考

人

傑

健

制

度

重

重

重

量

g
h
本
義
は
‘

我

銀

子

泌

総

総

援

の

阻

同

す

る

選

霊

い

を

譲

与

し

た

n

来
年
2
閥
均
か
ら
ス
タ

i
ト
啓
発
活
動
量
三
議
め
ら
れ
て
い
事
。

ψ
小

袋

対

策

に

つ

い

て

ま

ち

で

り

姦

で

の

意

見

や

ア

ン

襲

撃

草

月

I
H
士

、

老

人

保

事

も

審

議

喜

幸

選

会

議

へ

北
務
総
涯
の
水
害
対
策
に
つ
い
て
は
令
ケ

i
ト
務
官
宜
的
結
果
は
、
今
後
、
肺
結
機
餓
決
に
基
づ
く
老
人
保
健
制
度
か
ス
夕
刊
総
体
等
均
一
参
加
要
議
や
一
事
業
活
動
的

先
に
禁
廷
し
た
年
度
邪
箆
綴
泌
総
に
却
の
基
本
方
針
に
間
関
す
る
親
淡
町
織
に
…
試
験

i
ト
し
ま
す
。
ニ
抑
制
伎
で
は
、
隊
機
充
笑
を
密
矢
明
る
い
絞
づ
く
り
に
務

づ
き
‘
今
キ
療
は
掛
閣
総
絞
絞
と
し
て
、
さ
せ
、
持
家
約
な
感
数
作
た
わ
け
て
の
内
に
つ
い
て
は
ろ
初
級
以
上
向
老
人
と
出
力
し
て
い
名
、
ま
す
。

野
義
的
譲
宅
興
入
量
の
郡
上
空
恥
耐
繰
り
堂
々
望
書
と
し
て
、
年
級
以
上
向
襲
警
ね
た
き
り
老
人
等
史
跡
文
浮
遊
歩
道
計
額

げ
ヱ
事
を
黍
端
し
ま
し
た
。
今
後
宅
金
成
求
に
ほ
と
り
ま
と
め
る

?ι
で
十
m

は
移
入
し
て
い
る
原
簿
山
探
検
的
隊
機
給
基
本
計
蕗
を
策
定

き
楠
笠
原
勾
獲
笠
広
務
、
興
人
ポ
ン
戸
利
援
制
州
選
動
公
蹴
湖
付
的
対
象
か
ら
は
ず
三
、
我
人
出
廷
ニ
円
詰
夜
間
地
護
憲
か
量
正
を

ブ
機
的
ポ
ン
プ
燃
料
受
誉
議
め
て
い

3
牟
ぶ
り
に
ヱ
穫
期
再
出
開
製
慌
に
よ
る
際
療
を
唆
け
る
こ
と
に
な
去
五
返
し
た
可
市
内
務
と
し
て
は
、
市

〈

考

え

で

す

。

開

明

和

判

的

制

年

、

2
万
3
4
2
へ
ク
タ
1

り
車
す
。
献
脱
線
以
外
的
保
縫
事
裁
に
つ
内
に
存
在
す
る
史
跡
弘
文
人
愚
容
的
機

ま
た
‘
・
革
路
拡
日
抽
‘
滋
本
泌
総
総
め
ん
を
都
市
計
回
出
決
窓
し
、

mm年
、
何
時
い
て
は
、
日
印
象
以
上
の
納
入
品
鳴
を
叫
川
鉄
往
時
地
等
の
文
化
裁
巌
を
綴
卸
閥
的
則
に
似
陣

取
得
に
つ
い
て
は
制
緩
も
斡
え
、
魂
在
、
法
に
よ
る

b

尚
治
的
鈴
汚
令
品
博
ま
し
た
が
‘
に
、
健
様
子
絞
め
交
付
、
織
感
教
宥
尺
議
し
、
務
機
令
飢
え
て
端
的
門
的
制
出
向
場

抑制別

ι附
削
減
交
踏
に
入
っ
て
い
ま
す

E

そ
の
後
ブ
ル
ツ
域
内
時
点
i
ル
化
的
検
縫
線
制
抑
制
州
絡
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
と
し
て
後
終
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
‘

水
市
詩
的
な
い
都
市
づ
く
り
に
向
け
、
域
紛
を
す
る
た
め
、
ほ
ほ
3
平
工
事
的
絡
ま
す
。
こ
れ
ら
保
鍵
事
業
は
‘
各
務
総
務
L
い
も
の
と
さ
い
も
の
が
終
存
す
る

元
地
権
者
向
姿
求
等
も
ふ
ま
之
h
U
M
-
-
り
エ
を
中
慾
し
て
い
ま
し
た
。
村
が
主
体
と
な
っ
て
十
甘
い
寧
マ
が
、
澄
都
市
づ
く
り
を
穏
燃
す
も
内
ご
す
修

議
窓
を
も
っ
て
変
移
し
、
年
皮
肉
取
得
今
年
凌
は
、
あ
ら
た
め
て
本
格
的
に
療
は
従
来
滋
り
附
問
機
然
殺
を
扱
っ
て
い
本
年
度
殺
後
零
れ
た
総
本
計
一
世
で
は
、

に
会
カ
支
附
附
け
る
考
え
で
す
。
ヱ
樹
ゆ
え
ぬ
問
問
し
、

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
め
?
ゑ
撚
療
機
関
が
、
健
康
教
妻
守
的
保
健
滋
接
滋
耐
載
機
に
あ
た
っ
て
の
寝
然
的
な

下
京
進
獲
鏡
、
年
皮
肉
に
紘
一
ル
チ
ユ

1
ス
広
場
キ
詠
一
み
す
る
叉
ぞ
、

?sピ
ス
川
弘
幸
市
町
村
め
臨
時
総
セ
ン
タ
ポ
イ
ン
ト
の
輩
出
陣
方
法
移
が
打
お
山
凶
器

2
万
人
の
汚
本
然
環
可
能
に
務
在
建
設
省
と
め
紋
絞
泌
総
を
行
っ
て
;
や
保
抽
岡
山
併
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
'e

れ
、
日
持
体
的
な
滋
宇
滋
め
イ
イ
人
ン
が

号
室
淡
か
ら
藩
苧
し
た
公
共
下
い
ま
す
“
こ
毒
殺
が
と
と
の
い
次
第
、
仮
称
有
総
務
小
学
校
械
か
れ
て
い
ま
す
め
今
後
・
間
関
係
機
関

議
峨
に
つ
い
て
は
、
日
年
度
末
雲
仙
‘

γ
一

憲

桑

淡

い

た

し

ま

す

。

工

事

は

綴

爵

に

と

め

欄

制

緩

を

衡

に

L
，
杏
ら
に
繁
一
総
計

的
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
皇
警
hw
苧
l

、

第

1
沼
産
業
ま
つ
り
侶
好
転
布
佐
南
小
学
校
一
は
、
来
年
島
町
闘
を
進
め
て
い
く
4
4
え
で
す
a

約
5
8
0
0
人
的
汚
点
処
機
一
警
察
と
盛
況
裏
に
終
わ
る
問
問
伸
容
易
淡
に
、
食
品
7
m口
預
ム
い
た
欝

4
m畑
中

m級
品
制
定
僚
会

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
・
喜
寿
地
買
お
魚
崎
服
務
、
棄
却
帯
、
泌
費
者
の
一
一
一
者
し
ま
し
た
硲
敷
地
鋭
機
約
2
万
5

4

0

U
湾

内

日

以

降

の

員

経

悠
僚
を
進
め
て
お
り
、
滋
北
合
間
柏
崎
、
の
ふ
れ
あ
い
を
メ
イ
ン
テ
l
?
に
‘
線
。
平
方
れ
を
有
効
に
使
っ
た
総
物
削
札
機
務
4
凶
市
議
会
的
地
制
開

盤
備
を
進
め
ど
い

市費器商難謡選
説明会
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盛大に第1困産業まつり

あびこま5れこれ

者}匂02~j

h
p
滋
北
中
武
道
抽
縄
で
の
農
産
物
敬
由
賦
弛
〈
滑
端
会

年
金
権
を
な
く
さ
な
い
た
め
、

保
険
料
は
必
ず
締
め
ま
し
ょ
う

m
g
山
氏
今
金
保
険
絞
殺
科
尚
一
川
制
約
法
れ
を
ぞ
の
ま
ま
心

料
第
3
刷
出
分
の
一
約
し
て
お
く
と
、
後
て
約
め
よ
う
と
忍
~

間
期
限
は
山
片
品
本
uμ

て
も
、
紋
的
る
こ
と
か
で
き
な
く
な
り

で
寸
刊
む
づ
い
約
件
目
ま
す
♂
さ
ら
に
保
体
問
料
約
締
め
忘
れ
カ

さ
れ
ま
し
た
か
も
多
く
な
る
と
待
来
、
忠
一
齢
年
金
や
万

1
山町

zw期
分
口
一
的
事
故
の
と
き
海
苔
存
会
な
ど
が
佼

つ
い
て
も
納
付
さ
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
し
こ
の
よ
牛
つ
な

れ
て
い
ゐ
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
確
認
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
句
保
時
間
科
は
必

し
て
く
だ
さ
い

g

す
絞
め
ら
れ
た
納
燃
絞
ま
で
に
納
め
る

閉
山
氏
年
金
の
名
品
脚
部
殺
合
必
け
る
た
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

め
に
は
、
保
品
開
封
什
を
世
同
年
以
上
一
的
制
刊
山
例
制
期
間
棋
は
、

6
H月、

9
m丹
、
刀
打
丹
、

日
年
4
n
n
i
自
ま
で
に
生
ま
れ
た
ぢ
は

2
R
m
w
そ
れ
ぞ
れ
末
お
と
な
ゥ
て
い
ま

州問問
A

管制防相
d

約
め
る
こ
と
が
必
穏
で
す

N
M
険
料
を
納
綴
ご
と
に
杭
め
る
の

す
ま
た
、
隊
お
年
金
や
母
子
年
品
す
も
は
削
例
れ
ん
ー
と
い
う
人
は
‘

1
年
分
ま
と

ど
を
会
け
る
た
め
に
は
、
絵
役
約
一
年
め
て
約
め
る
ニ
と
が
で
さ
る
前
納
税
夜

間
問
、
深
険
料
を
す
べ
て
約
め
て
い
な
け
を
ご
持
活
く
ど
き
い

れ
ば
弘
り
ま
せ
ん

G

保
険
料
の
納
め
謀
れ
の
な
い
口
座

振
欝
納
付
制
度
の
ご
利
用
を

閉
山
民
年
命
的
保
険
料
川
川
、
一
段
に
3
年
金
保
険
料
品
開
会
U
絞
ふ
妙
絞
相
設
し

か
持
こ
と
に
納
め
る
ニ
と
に
な
ゥ
て
い
用
紙
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
め
で
、
ご

ま
す
が
、
仕
事
の
都
合
な
と
て
そ
の
刊
府
く
だ
き
い
ぬ

終
段
約
め
る
の
か
泌
総
だ
と
い
フ
人
こ

は
ャ
ヱ
丸
山
別
立
す
~
約
め
忘
れ
の
い
十
門
戸
山
納
税
貯
蓄
組
合
に

い
日
時
一
総
務
百
日
以
前
同
工
リ
ま
す
」
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

こ
の
制
度
は
銀
行
が
あ
な
た
に
代

わ
勺
て
、
あ
な
た
か
指
叙
し
た
一
間
念
日
日
片
山
日
司
鉄
労
品
約
務
総
H

就
い
て
ン
タ

般
か
ら
ま
、
科
卒
」
自
動
的
に
約
め
る
も

i
て
防
相
訂
年
浅
子
孫
深
山
氏
デ
家
人

的
で
す
い
ま
た
出
金
じ
法
令
間
同
校
し
ム
材
料
州
市
山
間
か
れ
ま
し
た
し
こ
の
席
て
中
市

て
お
け
ば
、
将
米
、
名
齢
年
令
今
一
Aλ
け
内
向
上
山
、
…
ρ
仙川村悦
V

開
設
統
合
(
平
川
竹
中
叫

る
照
的
以
内
れ
れ
山
脱
去
し
て
も
治
問
て
き
郎
総
会
以
問
、
会
M
M
数
山
川
忠
一
か
、
給
付

ま
す
c

状
況
か
災
い
ι
寺
内
総
出
で
託
会
問
件
数

日
時
弘
存
納
付
制
例
府
叫
症
治
山
市
住
れ
匂
庁
長
一
日
表
幹
え
注
目
'
A

け
ま
し
た

お
は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
に
、
問
闘
い
代

二

に

泌

護

隙

一ご一

A

迄』
f£
弘
す
る
市
事
宇
件
乱
易
恥
秀
が
泌
叫
を
れ
幻
付
舶
魚
ぷ
に
、
刊
口
…
汁
UM川
日
…

一…晶斡納川

ν財椙W
を
羽
景2ι生4でL
主工言業義言続雲2針芸5飴意蕊:名を勺ぞ三でご三い土
…
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知
抗
日
以
一
日
カ
;
十
都
も
的
年
ど
お
り
一
打
い
ま
す
め
…

一
持
ま
一
括
協
日
以
内
げ
J
1
3
一

一
諒
代
一
一
鵠
ご

ruuujs
…

J

i

-
j

a

A

M

J

V

問
い
合
わ
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A
K
縦
波
紋
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統
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一
年
来
年
始
…
…
…
の
ご
案
内

話

一

所

年
末
は
M
M
H
円
出
自
ま
で
、
年
始
は
I

Hけ
4
H
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
，

日一一月部
E
か
ら
1
月
3
8
ま
で
の
郊

の
、
死
亡
続
的
受
理
お
よ
び
死
体
見
火

緋
許
可
訟
は
、
本
庁
地
下
町
守
飯
山
廷
で

絞
り
胤
怖
い
ま
す
島

な
お
、
東
訪
問
中
部
柏
崎
阪
総
合
問
開
発
事

務
総
合
的
内
線
機
ー
み
た
ま
総
い
(
的

小
市
和
総
山
は
、
l
m
l
悶
お
よ
が
2
討

が
休
み
と
な
り
止
す
“

j
v
J

三ィ

布

施

設

V
宮
市
民
図
書
館

年
末
は
四
月
出
日
ま
で
、
年
拍
は
l

H
6
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
ロ
Hけ
幻
苦

か
ら
1
月
5
日
ま
で
的
関
は
、
返
却
も

で
き
ま
せ
ん
円
で
ご
技
意
く
ど
き
い
ι

V
つ
つ
じ
楳

年
余
は
M
U
H
H
出
羽
ま
で

τ

年
仏
側
は
E

行
生
日
か
ら
山
間
紛
し
ま
す
ぽ

マ，.
、-びあ

申告の準備は
できでも九まJすか

(3) 1山払 16

型!
1;ヨ彊語忌i

話;
還付$告は 1Jきから手続きできます

給税務署警が童書饗しました。大いに務局を

H
V

中
決
公
然
綴

年
中
燃
は
円
九
日
月
訪
日
ま
守
、
和
十
始
は
l

H
月
5
日
か
ら
問
州
統
i
ま
令
'c

ゴ

ミ

V
家
護
ゴ
ミ
百
向
棋
集

何
回
年
末

副
都
花
月
出
世
大
・
金
コ
!
ス

蹴
開
花
片
的
自
家
・
+
一
コ
l
ス

酬
明
初
日
山
部
中
じ
い
校
犯
を
取
得
怒
れ
た
総
仲
間
除
や
受
け
る
年
め
…
的
絡
が
8
0
け
ら
れ
ま
す
"

入
、
ま
た
多
側
側
め
除
機
山
口
え
V
丸
い
払
つ
わ
~
0
万
m
門
以
下

ω川
崎
情
期
間
は
問
年
以
ぶ

入
、
附
内
容
に
よ
っ
て
総
得
な
ど
に
州
市
市
内
争
中
食
品
臨
港
的
機
会
川
新
緩
め
場
合
的

ω梓
倒
的
泌
惜
別
総
が
m
w
u
m
門
以
た

を
受
け
た
~
み
な
さ
ん
は
、
1
η
か
ら
所
会
1
m
w
に
村
山
り
い
抑
え
て
一
掠
添
付
織
級
殺
総
線
機
〈
抄
〉
本
、
品
川

地
誌
の
還
付
窓
口
が
で
き
ま
す
。
史
H

怨
取
得
的
お
山
誌
に
1
年
以
上
然
家
間
一
曲
小
的
引
惜
し
、
小
市
約
一
場
合
は
W

慨に問問

削
期
間
問
中
は
大
変
泌
総
し
ま
す
の
で
な
る
な
ど
に
絞
殺
存
住
泡
紙
閉
山
轡
や
借
家
拘
禁
都
民
総
判
明
約

べ
〈
2
H
月
日
日
ご
ろ
ま
で
に
申
告
さ
れ
向
車
党
主
が
交
る
前
に
点
き
続
い
て
3
惑
な
ど
(
場
九
日
に
よ
っ
て
は
窓
盤
的
相
け

た
方
が
得
弘
治
で
す
。
ま
た
本
年
総
税
務
年
以
上
訪
む
し
、
か
つ
議
後
的
日
以
前
例
社
明
惑
や
‘
誠
援
者
の
住
町
民
祭
め
等

単
調
が
叫
閥
単
白
さ
れ
大
安
便
刊
に
な
り
ま
し
2
年
以
内
に
国
情
持
出
し
て
い
た
も
の
し
が
必
要
で
す
)
、
ま
た
ロ
;
ン
授
徐
め

た
の
で
大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
。
め
w
m
N
年
以
内
に
新
築
さ
れ
た
も
の
場
合
、
家
屋
町
取
得
総
絡
を
明
ら
か
に

つ
樹
瑚
制
岡
崎
蹴
い
れ
い
日
科
目
片
山
U
T
日
同
日
間
u
u
j
i諮れ

組
側
偽
情
、
中
小
山
首
浴
的
取
得
が
、
そ
れ
た
に
し
、
制
約
九
版
関
対
緩
め
w
H
段
、
一
え
的
か
り
的
俗
滋
会
等
級
酬
明
畿
、
端
州
議
後
絞

ぞ
れ
、
次
的
燃
料
い
い
出
納
山
知
寸
品
機
会
M
M
滋
合
的
援
制
問
液
体
問
税
制
問
的
線
絞
め
柏
村
例
摂

市
議
会
ア
千
円
謀
総
が
俊
一
げ
ら
れ
芝
浦
細
雪
後
け
た
均
一
会
党
け
ら
れ
コ
引
創
刊
訂
間
以
問
滅
的
1
3
J

そ

ま

せ

ん

。

一

ー

ー

)

援

線

灘

漣

鴻

一

事

新

築

的

場

合

言

i
ン

を

き

た

受

給

入

附

町

議

、

附

協

議

開

則

的

機

人

な

ど

宗
家
極
的
時
一
則
め
い
か
m
w
w
γ
B
U
以
ふ
前
期
絞
め
努
謀
総
た
さ
れ
る
人
で
、
あ
わ
せ
て
多
鎖
的
附
譲
渡
を
セ
弘
つ
れ
J
P

1
6
5
予
訂
い
U

以
下
位
各
線
入
資
金
を
民
間
開
の
金
融
除
問
導
入
町
議
常
は
5
万
川
円
以
上
)

②
取
得
後
6
か
丹
以
内
に
入
訴
し
、
(
伐
宅
金
融
公
班
、
社
内
融
資
な
ど
は
京
添
付
審
議
部
一
擦
授
の
領
収
誌
等
、

佐
徐
ゃ
受
け
る
年
内
四
月
出
u
a
ま
で
市
山
該
当
し
ま
せ
ん
)
か
ら
止
め
条
刊
で
借
(
日
時
、
支
払
先
‘
全
日
制
な
ど
b
長以岡引

き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と
c

り
た
人
は
、
起
し
り
凶
3
万
円
的
控
除
カ
受
し
た
も
の
ふ
刀
あ
る
と
後
初
で
す
)
、
時

日
端
刻
、
核
穏
に
急
に
品
回
が
議
く
な

っ
た
ら
我
官
冊
子
宮
山
品
m
g
数
急
耕
輔
副
H
鈴
難

所
へ

。
)
診
療
受
付
時
間
聞
は
午
豹
9
持
か
ら
正

午
ま
で

。
務
部
川
は
吉
川
代
金
銭
内
2
滋

幼
年
末
年
始
め
捻
療
法
U
H
月
初
日
、
お

刊
口
、
1
n
2
緑色

2
u
u
、
3
M
M
的
S
H
n
m
附

決
後
付
制
緩

両
内
障
陣
除

災
中
術
移
に
よ
り
桶
ル
胤
φ

旬
、
欲
的
な
ど

に
M
m
議
を
受
け
口
人
J

離
添
付
幽
胃
綴

り
災
総
開
明
滋
等
、
開
明
書
偽
品
酬
の
悶
樹

③
お
よ
び
領
収
紙
な
ど
、
府
泉
徴
収
票

マ
問
問
い
合
わ
せ
柏
税
務
署
官
0
4
7

保
建
一
明
制
的
…
m

A
4
1
1』
4
t
1
・
4
4
3一
の

υ
，z、
・
2

議ジュータン・守ツ争レス紙切って

望書重量ゴミQ}liIt:織して"F<¥'い。 I

議プラスチッ 7'~提・ゴム型襲

量購ゴミ絞祭器会電器禁穏に

2きった鎌倉絵、次寵殺犠轄む

なります。ニ鵠カ<1，議い'

納
税
者
の
み
な
さ
ん
へ

俊
宅
問
問
地
の
申
告
を

附
哨
紺
m
ω
年
中
に
家
閥
単
(
叩
時
間
用
住
屯
ま

た
は
岬
開
削
消
仏
池
山
化
芝
市
街
伎
の
部
分
が
4
分

@
申
止
議
開
閉
沼
和
町
年
ロ
月
日
目
か

い
り
一
明
白
刊
出
品
年
l
u
月
却
B
ま
で
課
税
諜
お

間
帯
よ
び
各
定
所
(
逸
品
特
所
は
申
告
轡
的
配

務
官
叩
め
み
)
で
山
中
執
回
線
続
的
総
布
お
よ
び

劇
場
後
織
の
後
ハ
付
走
行
っ
て
い
ま
す
臥

.
‘
縦
ル
同
市
匂
附
期
総
と
は
、
入
内
総
仲
間
的
閣
に

品
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械
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あ (4) l\)8~. 12. 16 

(5)議轟の率多発絵終莞議I~メ撃勢集会ぬ義理(57前月 l

、，降
、凶鮮こFi;ii6(24) 

与一給の一…
J

E

閤…
ド
職

)一市

。章受験年数どは、民間等に勤務した綴僚の王手数と派手話tを
の年数を含めたものをいいます。

の給与を公表本年j支の我孫子市職

いたします。

(6滞議のき詳腕1・経験1手数割平均給料月額の状況(57年4月 lB~航)

区 分 i 一般行政戦

後雪量王手数区分 7年長ぷ符ま送 託統ほお年ぶ露 間以上2年ま浩

玉子勾縫言者五手数 8f手s月 11年lOJl I 16-+ (月
大学芸春;士子毛主ト二二斗..，プ プ、 h

王子 j今年齢 31.6議 34幸俊 39.3議

平均李総見孫 173，693内 202，毒事錦 織き00:

経験王手数区分.7年五幻滅去最 ;災誌上iメま議
一一一一仁一 ……一………十……………………………

き王子。月 12-+ 1 持

27ふ議 30.9謀長

153，754F守 口3，074悶

3，757，624千f1i(1)入件聾の状況

昭和田年後二普通会計決終

における人{牛資の状況は

右表のとおり

(7)期末艶勉手当及び退職手滋の状洗
(57"f，1l月初日現イ1;)

期末室主総手当のこのー王子閉め主事たねifNま‘作|の支給実1]合

と同とですc また、;t!~綾子お:立、子ぎ路線rIí際J村総合事務
綴子?に加入してぶりますので¥その:支給総会ーとなります O

我孫子市 ; 弱 j 

2.5月分

。5R分

1.9 J守分

4.9汚分

56王子12R綴

57年 3Rl禁j
57年 6月IDl

分

葉S末・勤勉

手当

(2)職員給与襲の状法

区

!…総員数
830人(B)

叫人滋昭子予草草堂tJ工事華
(A/設}ゑ754ffIl

(主絵宰) 自己都合 鈴葉

ωo月昔日開ri5丹青

21リ丹分 36.855月甘

41.25月骨 5i.915丹甘

43115持母弘5615持母

{支給率)綴合 勧

最高気境線 6J.t前月分

!!穀2争等 24.25丹ぅy

詮301]2 47.2511 ft 

?与を支給年 持労 18.0丹量

退職手議

(3)等裁)jlj綾譲数の状況(57年4前日現β:)

{当主滋負き07人〉

犯人( 1.3%，) 

{ーまま行主主議員487入}

11人 (2.2予言〉

(66.19'0) 

{等級}

l等毅

2等級

3~事級

4~級

(8)特別識の報欝i等の状誕(訂正子11月30El茨;1'1:)

特別殺の線開ミ奈は、条(7111こより定められており、その状況

は次のとおりて十。

期末手翁

6月期1.9月分

12月期 2.5月分

3月期 0.5月分

計十間分

報酬等

630，000円

540，000円

500，000円

480，000円

320，000円

280，000円

260，000丹

。…絞欽司被災と{土、給与一統計上の税務戦、会長'.終決、0flJ葬
総、依然幸治、 i持iめJ(jHi、企業i水道)殿、校能労務総、孝女

二校公務長iz.1;会いた事室長をいいますc
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懇
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。
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を
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が
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を
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ど
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介
ゆ
い
と
こ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
〆
i
ん
は
「
結
婚
毎
年
一
月
一
続
税
伐
ぞ
族
議
会
災
会

恋
愛
会
セ
ー
ル
民
中
ン
が
幾
浴
車
内
に
苦
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
に
つ
い
て
内
ア
ン
ケ
i
ト
に
記
入
し
、
安
録
的
滋
挙
人
名
簿
殺
総
の
た
め
の
申

綴
没
し
て
い
草
す
砲
そ
め
ほ
か
に
も
時
抑
制
弘
一
轡
報
器
、
沖
化
多
数
料
2
0
0
0
m
門
を
}
語
れ
ば
ウ
ぷ
テ
約
滋
金
銭
織
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
e

v議
な
也
事
口
機
消
滋
M
酬
な
ど
で
も
百
円
絞
め
手
口
が
級
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
、
ヵ
ラ
i
テ
レ
ビ
‘
ミ
私
情
尚
治
載
は
幾
業
委
員
選
挙
じ
僚
つ

*
消
火
幾
浴
時
間
罰
百
や
古
田
総
会
な
い
ど
の
恥
N
H
C
札
て
い
ま
す
‘
ユ
バ
イ
ク
な
ど
5
万
円
相
聞
幾
め
綬
ふ
を
綴
要
な
も
の
で
す
。
市
議
別
紙
は
終
泳

…
名
を
品
開
り
「
点
織
に
米
た
い
「
総
い
う
ち
油
開
防
箸
な
ど
の
公
的
機
欄
間
ず
は
訪
問
慈
し
上
げ
ま
す
い
と
の
ふ
れ
ふ
み
ぞ
一
…

d

談
合
長
を
泌
し
て
お
刷
協
リ
し
ま
す
が
、

一
に
防
火
翻
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縦
よ
り
も
滋
い
も
の
を
売
り
の
法
的
問
な
設
澄
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

L
C
ニ
ろ
が
勺
手
数
料
を
送
つ
た
め
に
に
ご
必
鈴
く
だ
さ
い

E

申
議
議
は
徒
然

…
つ
け
る
U

"

で
i
ん
ス
マ
シ
は
訪
問
じ
あ
た
ハ
リ
、
品
物
が
閣
か
な
い

h
テ
レ
ど
を
検
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ら
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叩
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ら
れ
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熱
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{
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。
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。
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ボ
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ボ
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。
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と
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fち11然襲警襲撃では、事華街ガ<l:l殺な

どで持んてういる鶴 子ごもだちの

t立言語曜をしてくれる主主の数量豊後行い

をます。

砂軍事種 保包く事喜重襲来答者替に評重る〉

静線用人民 主主主議J..，.去さヌ'51:J'ら若干

名害事尽を予主柱。

惨事長F話線鶴 11'守からtめ笠I::ftlJL:

て際問者ま絞めをまです。

砂まま覇軍 滋ヰ告書室まで

砂待望襲 守筏4.2鈴F号

1>筆書義革鰯関 午高寺8草寺3~きtJ~;;，停

事監ヰ華寺30分まで

b申し込み 務総考査孝義援でするまきは

登録申込書撃('怠滅型駐車道線l之総意〉

護霊童書(fIj震設のもの!こ写真添何〉

保ffi資怒絞著書をま号車還の写しを添え

て児童露書記高養護軍へ緩浴してくな添い。

i議x太一容器開講演j 砂齢制対糟鶴潔

に一轍協会問相生き方 議議繕融髄l融募集j重軽絞殺緩ま王室重奏と重喜怒綴Z子〈ソ

プラノ主主閣〉

I>E望書事 12月25巳(ニと〉午後3鋳ι

が星島類 宅民会自問、一}[，

砂入草壁お おむfIl(前売りま苦は手書

ロ平醤毒事務官士総絡)

炉問い合;f?t金持j二宮82-4576、

q)知器82…4500

総理費!と合わせて鐙属議後法王い

幾じます〈入場線車道〉

I>B善寺 12湾208(問〉午後6海

部分間溌

'砂場所 Fち民総務然-)し

..主催 事究主義宗羽信銀襲警王室合会、 iこ

1>講宮商 品護o実態三子(毒事議家〕 終11我孫子諮等技師事事専門後ぞi正

t註際でも霊長れ主主E重量毎這となつだ っさぎのと怒り、苦宙飛恐8f手援のおi擦

をヨ2匹。 関駅JI之総つ芝 f罪悪齢化絞殺i 主主を募集しますむ
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主主君主主'51<1:，ー s・"0
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官B4-6411C代〉
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4紛れ波紋:津田宮82--8713 演劇の俊作(…問護費:謹~iìll 'l<T筒J

参-B跨 121'司23Eヨく京〉午後3善寺

30だからおI時30分までく寺署長露3善寺〉 惨事事態入獄 608 燃襲撃2王手〉

CA斑)H 者主主総泌総:qc守月14 惨事襲綴?君主完会箆 砂受設資格 15綴i与えよ?言語霊未遂

日〈金〉ガ5168(綴〉まで

1>出発 1 F.l148l!U'lパスで
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b罪悪p会わぜ 書聖書者連盤整建設体湾喜章 おf干%かh.'ついにドラえもん

f一「一一一ーす拡…一一「 が務内iニ登場(即、ぐるみ人形劇}

現住 E詰語草 創伺はかせ
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惨臼鋳 12H26fl (8) 1 rflJ民正
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